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企画名	
 

認知症のある高齢者の幸せな最期を支えるには 

開催日時	
 	
 2015 年 10 月 12 日	
 月曜日・祝日	
 	
 午前	
 9:00〜	
 

対象者（対象とする職種や参加いただきたい方）	
 

認知症のある高齢者の最期について考えてみたい方ならどなたでも！！ 

企画概要／  

	
 

「認知症」と言われる人が 400 万人を超えました。大切な人が、そして自分自身がいつ「認知症がありま

す」と診断されてもおかしくない時代です。人生の終盤には、自分らしく納得のいく最期を迎えたいと、誰

もが思っているはずです。しかし、判断力や意思を伝達する能力が乏しくなる認知症の方には、その最も

あたりまえな思いさえ伝えることが難しくなる場合もあります。認知症のある高齢者を最期までその人らしく

見送るためにできることは何でしょう？ 

この企画では、認知症のある高齢者の最期を支えてきた皆様に、豊富な実践を語っていただきます。

病院、在宅それぞれの立場の医師として、グループホームの代表者として、家族として…4 名の皆様が、

貴重な経験を交えてお話ししてくださいます。そして意見交換を通して、私たちがこれからしていけること

をともに考えていきましょう！ 

 

 【シンポジスト（順不同）】 
桜台明日佳病院	
 認知症総合支援センター長	
 	
  	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 宮本	
 礼子氏 
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 武田	
 純子氏 
	
 	
 	
 	
 北海道家庭医療センター	
 栄町ファミリークリニック院長	
      松田	
 諭	
 氏 
	
 	
 	
 	
 北海道認知症の人を支える家族の会	
 札幌支部副会長 	
 	
 	
 	
 	
 下村	
 笑子氏 
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天使大学	
 看護栄養学部看護学科	
 老年看護学	
               	
 髙橋	
 順子 

 


